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倉岳町棚底１７８６－４
棚底地区
コミュニティセンター

井戸

Aコース（約４㎞）
『史跡めぐり』

ガイドの説明を聴きな

がらゆっくり♪

Bコース（約６㎞）
『ウォーキング』
長めの距離を自分た
ちのペースで！

と き ４月２４日㊐ ９時～１２時

と こ ろ 棚底地区

コミュニティセンター

定 員 １５０人（先着順）
参加費 一般５００円、高校生以下２００円

参加資格 小学生以上

申込方法 ４月１５日㊎までに、電話または

FAX（住所・氏名・年齢・希望する

コースを記入）で申し込む

申込先 棚底地区振興会

電話 ０９６９－６４－３６６４

FAX ０９６９－６３－７５４４

昨年の史跡めぐりコース＝上揚タテ道

棚
底
の
ち
ょ
っ
と
し
た
話

⑲

棚
底
小
学
校
校
歌

旧
棚
底
小
学
校
の
校
歌
の
作
詞

者
は
、
有
名
な
抒
情
詩
人
で
あ
る

野
口
雨
情
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で(

七
つ
の

子
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
な
ど)

、
経
緯
に

詳
し
い
馬
田
哲
明
先
生
も
い
つ
か

の
振
興
会
だ
よ
り
で
、
紹
介
を
さ

れ
て
い
ま
す
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
前
に
自
費
で
記
念
碑
ま

で
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

野
口
雨
情
は
、
全
国
で
三
十
一

校
の
校
歌
を
作
詞
し
て
い
ま
す

(

う
ち
五
校
は
国
外
）。
天
草
で
は

城
河
原
小
と
二
校
の
み
、
熊
本
県

で
は
他
に
鹿
北
町
の
岩
野
小
の
み

で
、
三
校
と
も
閉
校
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
歌
詞
は
そ
っ
く
り
で
、

雨
情
さ
ん
が
型
に
は
ま
っ
た
作
詞

を
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。

特
に
似
て
い
る
の
が
、
日
向
市
立

の
富
高
小
で
、
似
て
い
る
と
い
う

よ
り
そ
の
ま
ま
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

作
詞
は
昭
和
十
六
年
で
、
国
威
高

揚
の
時
代
で
す
か
ら
、
そ
れ
な
り

の
歌
詞
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

棚
小
の
方
は
戦
後
に
一
部
歌
詞
が

変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
高
小
で

は
、
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
棚
小
で
は
「
愛
と
自
由

の
旗
か
ざ
し
」
を
、
富
高
小
で
は

「
奉
公
ぎ
せ
い
の
旗
か
ざ
し
」
と

な
っ
て
い
る
な
ど
・
・
・
。

ネ
ッ
ト
が
使
え
る
方
は
、
「
ひ
む

か
の
杜
富
高
小
」
で
検
索
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
同
校
と
棚
小
の
校
歌

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
は
、
中
学
校
単
位
で
行

わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
小
学
校
の

校
歌
は
歌
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
た
ま
に
は
、
若
い
人
の
前
で
口

ず
さ
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

三
区

歳
川
喜
三
生

棚
小
の
歌
詞
は
４
番
ま
で
あ
り
ま
す
。

富
高
小
の
２
番
と
棚
小
の
４
番
を
比

べ
た
表
で
す
。
富
高
小
で
は
、
２
番
は

ほ
と
ん
ど
歌
わ
れ
な
い
と
の
こ
と
。

←
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1,203（-3）

宮　田 443

2,615 2,609（-6）合　計 1,206

棚　底

浦 277（-3）280 629

443（0）
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１月末 １２月末

624（-5)

高齢化率
５０.８２％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

１月末

929（-1）

１２月末

483 1,056（0）

930

483（0） 1,056

今月の石垣散策トイレ掃除当番

地域づくり部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

３月 １日（火）～７日（月）

春の全国火災予防運動

３月１７日（木）くまもと県民文化賞表彰式

３月２７日（日）天草市議会議員選挙

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

１１月頃から工事を行っていた整備管理用道路が２月

に完成しました。幅員は２ｍ程度ですが、今後の整備工

事で必要な重機などの搬入が今までより格段にしやすく

なります。駐車場や離合するスペースはありませんので、

一般の方の車でのご利用はお控えください。ウォーキン

グなどで活用いただけると幸いです。

令和３年度は棚底城跡の整備を本格的に始めました。

戦国時代の城跡を整備する様子を間近で見られる貴重

な機会です。熊本県で唯一の城跡整備事業、これから

始まる変化を楽しみにしていてください。
（天草市文化課 宮崎）

１
月
２
２
日
午
前
１
時
過
ぎ
、
日

向
灘
を
震
源
と
す
る
強
い
地
震
が
あ

り
、
天
草
で
も
か
な
り
揺
れ
た
の
で
、

或
い
は
、
平
成
２
８
年
４
月
の
熊
本
大

地
震
を
思
い
出
し
、
避
難
行
動
を
と
ら

れ
た
方
も
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
天
災
は
、
い
つ
、
ど
こ
で

起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら

備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

と
こ
ろ
で
皆
様
は
、
各
地
区
に
自
主

防
災
会
と
い
う
組
織
が
結
成
さ
れ
て

い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
「
防
災
思

想
の
普
及
や
地
域
住
民
の
連
帯
意
識

と
防
災
意
識
を
高
め
、
風
水
害
や
地
震
、

あ
る
い
は
火
災
等
に
よ
る
被
害
の
防

止
や
軽
減
な
ど
、
防
災
活
動
を
通
じ
て

明
る
い
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
寄

与
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
住
民
が

自
主
的
に
運
営
す
る
防
災
組
織
で
す
。

主
に
行
政
区
長
や
副
区
長
、
そ
れ
に
消

防
団
、
民
生
員
な
ど
が
役
員
と
な
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
天
草
市
に
は
、
自
主
防
災
組

織
の
設
立
や
訓
練
の
実
施
に
よ
る
地

域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
防
災
資
機
材
整
備
等
の
購
入
経

費
を
補
助
す
る
事
業
が
あ
り
ま
す
。
振

興
会
で
は
、
そ
の
補
助
事
業
を
活
用
し

て
四
つ
折
り
担
架
や
非
常
用
救
急
箱

(

薬
入
り
）
セ
ッ
ト
を
購
入
し
、
各
分
館

に
配
備
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

担
架
は
、
４
つ
折
り
で
収
納
や
持
ち

運
び
が
便
利
な
反
面
、
組
立
て
に
戸
惑

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
訓
練
等
で
扱
い

方
に
慣
れ
、
い
ざ
と
い
う
と
き
使
用
で

き
る
よ
う
準
備
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
救
急
箱
は
、
薬
に
使
用
期

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
災
害
時
だ
け
で

な
く
地
区
住
民
が
緊
急
を
要
す
る
場

合
な
ど
に
有
効
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【軽自動車なら転回可能です】

～整備管理用道路が完成しました～

朗報！「くまもと県民文化賞」受賞

この賞は、熊本県の文化振興に貢献のあった方

や団体の功績をたたえるとともに、今後の活動を奨

励し、県内各地における文化活動の促進を図り、熊

本県文化の振興を目的とするものです。
「本賞」と「夢部門」、「特別賞」があり、棚底地区振

興会は、「本賞」を受賞。棚底城跡の草刈作業や管
理業務、史跡めぐりなどの継続した活動が、歴史や
文化的に価値の高い資源の保存や継承に著しく功
績があったと評価されたようで、偏に地域の皆様の
ご支援、ご協力の賜物と深く感謝申しあげます。

なお、授賞式は３月１７日（木）に熊本県庁で実施
され、稲津会長らが出席予定です。

折り畳み式の担架 非常用救急箱セット

棚底地区振興会


